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　有機溶媒に依存しない新たな製造手法であるメカノケミカル有機合成につ
いて，その技術的特徴および市場動向を概観するとともに，本技術の社会実
装を主導する株式会社メカノクロスの事業戦略と将来展望を紹介した。
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実証運転検証 ……………………………………………………… 東芝　三木浩睦……401

　蓄エネルギー技術の 1 つとして，岩石蓄熱技術の社会実装へ向けた開発を
行っている。蓄熱縮小試験機による岩石蓄熱の熱特性評価試験概要，および
実証機（10 MWh 級）による今後の展開について述べた。
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　脱炭素と経済安全保障強化，地方創生に向けて策定した「ビジョン 2050，
日本が輝く森林循環経済」の実現のためのグリーンケミカルの変換技術と企
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　大気中の二酸化炭素回収技術は，2050 年カーボンニュートラル実現のた
めに必要不可欠な技術である。筆者らが取り組んでいる，液固相分離技術を
利用した高速 Direct Air Capture 技術について紹介した。
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　工場内燃料ガスヘッダー内のガス性状は変動するため，ガス組成や燃焼熱，
CO2 排出量をオンラインでデジタル表示する技術を紹介した。加熱炉の効率
診断やエネルギー管理，CO2 排出量等の正確な計算把握に貢献できる。
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　石油・エネルギー産業において量子コンピューターへの関心が高まってい
る。その産業活用を進めるうえで，既存業務の高度化と新価値探索を両立す
る「両利き」の視点から，実践に向けた考え方を述べた。
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　高い温室効果係数をもつ N2O の削減が求められるなか，電場アシストに
より過剰酸素 / 水蒸気共存下でも低温で高効率に N2O 分解ができることを
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